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法人の予算のイメージ（未定稿）

②学術自身の価値を目的とする
活動

③学術の用途を目的とする活動

①経常的な活動・運営
（人件費、広報経費、庁舎管理経費など）

 使命・目的に沿って自律的に活動・運営し、期待される機能を十分に発揮する学術会
議に対し、必要な財政的支援を行う。外部資金獲得の支援に必要な措置も検討する。

 学術会議が国民から求められる機能を適切に発揮するために必要な体制(事務局を含む)
を整備する。

 学術会議は、活動・運営の活性化、独立性の徹底という観点からも、財政基盤の多様
化に努める。

②学術自身の価値を目的とする活動【学術のインフラ】
（学術の在り方・社会との関係や基本原理に係るもの、研究基盤・
研究環境の整備など学問・学術のインフラに相当する活動など）

国
費

（B）外部資金による
自主的な活動

            （民間企業等からの委託、
                共同事業・寄付等）

③学術の用途を
目的とする活動

（社会課題の発見や対応・解決など）

④政府等への学術的
知見の提供

（政府からの審議依頼など）

（A）
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